イタリアにおける漁港・市場の管理・運営 by 中泉 昌光
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② ジュリアノーヴァ Giulianova 漁港・市場 
     Mr Silvestro Gervasini 他 
 
③ チヴィタノーヴァ Civitanova 漁港・市場 
Ms Manuela Bonifazi 他 
 
④ アンコーナ Ancona 港 
浮魚市場 Mr Massimo Luciani 他 




















⑤  イタリア学術研究会議生物資源および海洋バイオテクノロジー研究所   
Mr Emilio Notto 他 
 
⑥ アンツィオ Anzio 漁港・市場 
     Mr Roberto Palomba, Cooperativa Fanciulla d’Anzio 
Mr Angelo Grillo, Cooperativa La Concordia 
 
⑦ ミラノ卸売市場 Mercato Ittico di Milano(Wholesale Fish Market in Milan) 









11 月 19 日（月） 
ホテル→ローマ・ティブルティーナ駅→ペスカーラ駅→ホテル（ペスカーラ）         
14:00-17:00 ペスカーラ漁港・市場周辺の踏査 
 
 11 月 20 日（火） 
   05:30-09:30 ペスカーラ漁港・市場の調査 




11 月 21 日（水） 
03:30- 9:00 ジュリアノヴァ漁港・魚市場の調査 
   13:00-15:00 ジュリアノヴァ漁港・市場周辺の踏査 
ホテル（ジュリアノヴァ） 
 
11 月 22 日（木） 
    深夜 ホテル（ジュリアノヴァ）→チヴィタノーヴァ 
    03:30-07:30 チヴィタノーヴァ漁港・市場の調査 
     午前 チヴィタンーヴァ駅→アンコーナ駅 
     16:00-18:15 アンコーナ漁港・市場の調査（浮魚） 
     ホテル（アンコーナ） 
 
11 月 23 日（金） 
    02:45-06:15 アンコーナ漁港・市場の調査（底魚他） 
11:30-13:00 生物資源および海洋バイオテクノロジー研究所 
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   14:00-15:00 アンコーナ漁港・市場周辺の踏査 
ホテル（アンコーナ） 
 
11 月 24 日（土） 
   ホテル（アンコーナ）→アンコーナ駅→ローマ・ティブルティーナ駅 
     →ホテル（ローマ） 
 
 11 月 25 日（日） 
     ローマ滞在 
 
11 月 26 日（月） 
   午前 ホテル（ローマ）→ローマ・テルミニ駅→アンツィオ駅 
アンツィオ漁港・市場周辺の踏査 
14:30-16:30 アンツィオ漁港・魚市場の調査 
     夕方 アンツィオ→ローマ・フィウミチノ空港→ミラノ・リナーテ空港→ミラノ 
中央駅→ホテル（ミラノ） 
 
11 月 27 日（火） 
   ホテル（ミラノ）→ミラノ卸売市場 
05:30-8:00 卸売市場の調査 
     ミラノ卸売市場→ホテル（ミラノ）→ミラノ中央駅→ミラノ・マルペンサ 
空港→ 
 

























































国際的な水産物情報ネットワークを構築する Eurofish の情報「Overview of the Italian 
fisheries and aquaculture sector 」 https://www.eurofish.dk/italy を基に、イタリアの水産業の
概要を以下に記載する。漁業生産・養殖生産の経年変化については FAO Online Query 
Panels より作成し、水産物の輸出入については UN Comtrade Database より作成している
が、Eurofish の 2017 年の数値とは必ずしも一致が見られないことに留意する必要がある。 
 
(1)漁業生産 




2017 年の数値で見ると、漁業生産は 192,202 トン、970m€であった。数量では、小型の
浮魚であるアンチョヴィとイワシが全体の 3 分の 1 を占めている。これを除くと、エビ、
タコ、イカやマグロが多い。金額では甲殻類が全体の 28%（1 位）を占め、続いて頭足類
（イカ・タコ）15%（2 位）、アンチョヴィ 8%（3 位）、ホワイトフィッシュ（底魚）7%





漁法の漁船が見られる。漁船の約 7 割は、全長 12m 未満の小型漁船である。小型漁船に、











2016 年の数値では、養殖生産は、157,109 トンであった。このうち、ムール貝が 63,700
トン、アサリ 36,500 トンと 3 分の 2 を占めている。主な海面魚種は、タイ（7,600 ト
ン）、スズキ（6,800 トン）である。主な内水面魚種は、ニジマス（36,800 トン）、ウナ
ギ（1,250 トン）である。養殖生産を行っている経営体は、従業員 5 人未満の小規模企業







FAO Online Query Panels より作成した海面漁業・養殖業生産量の推移を図 1.1に示す。
海面漁業生産量は 2012 年頃まで減少を続け、以降は横ばいで推移している。他方、養殖
業生産は近年横ばいで推移している。同国の海面漁業・養殖業生産量はかつて（1990 年）








































図 1.1 イタリアの海面漁業・養殖業生産量の推移 













































図 1.2 イタリアの水産物・食品の輸出入 













管理者はペスカーラ・ポートオーソリティ Pescara Port Authority である。 
漁港の配置と利用を図 2.1.2に示す。河川の右岸が陸揚げ、道路を挟んで陸揚げ岸壁の背
後に市場が整備されている。給油施設等は、右岸の岸壁に設置されている。市場は 1937 年























































































































図 2.1.4 市場の配置と利用 
※図のスケールは正しくない 










推計によれば、当港での陸揚げ数量の約 7 割が市場で販売され、残り約 2 割が他の市場
へ輸送され、約 1 割が生産者から買い手側に直接販売される。売れ筋は、タラ、アカザエ
ビ、ボラである。市場の取扱数量・金額（2015～2017 年）は、800～900 トン、400～420 万
€であり、1 日約 1,000 箱販売されている。単価は、経済危機（2010 年以降）でいったん上
昇したが、その後は下がり始めた。市場の収入は、手数料として 7%（生産者から 4%、バイ
ヤーから 3%）徴収により 30 万€/年となり、支出は、ダイレクター（管理職員人件費）4 万
€、獣医 2.5 万€、清掃（委託）3.5 万€、コンピュータのデータ変換・機器類のメンテナンス
















































り効率的なシステムとして電子せりとテレマティックス Electronic and Telematic Auction
（オンラインからもせり販売（電子せり）に参加できるシステム）を構築するプロジェ
クトを始めた。Infoteam Srl が本プロジェクトの業務を受注し、新たな web システムであ
る e-fish を開発した。最初に導入したのがペスカーラ漁港の市場である。その導入時の












るシステムのことを「電子せりとテレマティックス Electronic and Telematic Auction」と呼
んでいる。他の国々での呼び方も考慮して、統一的に「ローカル＆オンライン・オークシ
































プ ロ ジ ェ ク ト "SUPPLY, INSTALLATION, CONFIGURATION AND SOFTWARE 
DEVELOPMENT FOR INNOVATION SYSTEM AT THE ITTIC MARKET - MUNICIPALITY 






























せり販売は、火曜日から金曜日までの毎朝 4:30 に開始し、6:30～7:00 に終了する。せり





日曜日  0:00  出港（漁場は 50 マイル離れたところ（漁船で 3～4 時間） 
月曜日  23:00  漁を終え、漁場を発つ 
火曜日   2:30  帰港 
       3:00～ 陸揚げ・場内搬入 
       3:30  せり販売順のくじ引き 
       4:30  せり販売開始 
       6:40  せり販売終了、ほぼ同時に搬出も終了（場外にはバイヤーの搬出ト
ラックでいっぱい） 































































図 2.1.8 せり販売 













































図 2.1.10 バイヤーごとに商品のまとめ置き・搬出 































EU 規則では、10 マイル以上離れた沖の海水を使用する、または飲料水を使用するよう、 
規定している。漁船は、氷を購入して積込むか、製氷機を漁船に搭載している。漁船につい
ても、州の地域保健所の検査官が月 1 回検査を行っている。 
品質評価については、魚体、鰓や眼などの状況を調べて評価する EU 品質基準が用いら 
れている。 
 
 （EU 品質の評価基準） 
 E：特に品質の高い魚、甲殻類や貝類 
  A：品質の高い魚  
B：品質の低下した魚 
















































図 2.1.13 市場の webサイト 












































写真 2.1.1 仲卸売市場・鮮魚販売店 
図 2.1.14 陸揚げ数量・金額と平均価格の推移 























































市場の所有者はジュリアノーヴァ市である。2016 年 9 月に産業文化遺産管理会社


































































ⅱ．ブルーフィッシュ bluefish などの浮魚（pelagic fish）→地域内にある大手企業の倉庫 
























































図 2.2.3 岸壁～市場建物の断面図 







いう状況も見られなかった（気温：3:00 7℃、6:00 8℃、9:00 11℃、12:00 13℃）。 
 
(3)市場取引 
2017 年の販売数量・金額は、262 トン（70,438 箱：3.7kg/箱）、1,748 千€である。市場の収
入は、販売手数料（バイヤーから 6.9%）が 122 千€、魚箱の販売、製氷の販売、バイヤー向















































































図 2.2.6 せり販売システムの変遷 
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せり販売は、火曜日から金曜日までの毎朝 4:30 に開始し、6:30 頃に終了する。土、日、
月が休みのため火曜日は販売数量が多い。せり販売は 2 つのラインで同時に行われる。調
査当日の漁業と市場販売のサイクルを次に示す。このときは前日の時化で陸揚げした漁




4:43 せり販売開始  バイヤー約 20 人 
     96 箱 344kg 
5:16 せり販売終了（31 分 56 秒） 
5:20 バイヤーへ商品引き渡し・搬出開始 
     同時にベルトコンベアの洗浄、床洗浄、パレット・カート等の整理が行われる 
5:24 事務室ではバイヤーへ輸送証明書を発行 




































































図 2.2.8 スクリーン情報 












































 図 2.2.10 バイヤーごとに商品のまとめ置き・搬出 












































品質評価については、魚体、鰓や眼などの状況を調べて評価する EU 品質基準が用いら 













































図 2.2.12 市場の衛生管理等 













































図 2.2.14 市場の webサイト 
































































































チヴィタノーヴァ港はマルケ州 Regione Marche の主要沿岸都市の港である。1960 年代、
1990 年代にかけて港の整備を行ってきた。マルケ州チヴィタノーヴァ・マルケ市 Civitanova 





市場の所有者はチヴィタノーヴァ・マルケ市であり、2000 年から公共企業体 Mercato Ittico 
Civitanova (MIC 公社)が市場を管理運営している。MIC 公社はチヴィタノーヴァ・マルケ市
と 2 つの漁業生産組合が出資しており、その割合は、60%（市）、20%（中・大型漁船の生産
者団体）、20%（小型漁船の生産者団体）である。市場の用地はコーストガードに属するこ





























図 2.3.1 漁港の配置と利用 
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例えば、メルルーサ 5 種類、シタビラメ 5 種類の規格がある。 























導入前   300～330 箱/hr 
導入当初  220 箱/hr 


















     ～12:00  場内の低温管理室（冷蔵庫）に保管 
12:00～ 3:00  陸揚げ 
    3: 15～     せり販売の順番のくじ引き 
参考写真 旧システム（1994年～2018年 8月）：Clock式表示盤とリモコン 
39 
 3:30～      せり販売（2 ライン）開始 
 7:00～ 7:30   せり販売終了 
   30 分後    清掃開始  商品の搬出  管理事務室では販売証明書の作成・発行 
 
調査当日は、3:30 頃には既に陸揚げが終了しており、次の出漁の準備のための魚箱など































































































































図 2.3.6 バイヤーごとに商品のまとめ置き・搬出 





















































































































































1984 年までは市の職員が運営していた。1985 年以降は、市が 50%以上出資する公共企業体
Mercato Ittico Ancona が運営することとなったが、2010 年に市が管理運営組織の公募を行い、
底魚・貝類他の漁業生産組合 Associazione Produttori Pesca Soc. Coop. P. A.（The Soc. Coop 
Fisheries Manufacturers Association. P. A. ）が選定された。 
 
 浮魚は徐々に小型化し、漁獲量も減少してきた。このため、2014 年に EU が助成金を出す
代わりに老朽化した船の廃船を求めたことから漁船隻数は 3 年間で約 3 割減少した。かつ

















































16 隻（8 組）で販売の協業化が行われており、販売総額を 8 等している。底魚・貝類等につ
いても資源状況の悪化から、EU の助成金により老朽化した船の廃船を進めており、トロー




















図 2.4.2 漁港の配置と利用 
右上写真：https://marinas.com/view/marina/d9cvqj_Ancona_Porto_Commerciale_Marina_Ancona_Marche_Italy 
47 
 市場の改修計画（Project Modernization Fish Market）が 2017 年 11 月に公表された。予算 










































図 2.4.3 浮魚販売市場 
図 2.4.4 底魚・貝類他販売市場 
























浮魚の 99%がカタクチイワシであり、その他 1%もイワシである。通常 2,200 箱/日が陸揚











代、90 年代にはマグロが獲れ、日本へも輸出していた。今は 1 隻で 750kg を上限とされ、
専門の漁船でないと漁獲してはいけないことになっている。 










他の市場では、「kg 〇円」で売るが、ここでは「1 箱 〇円」で売っている。これは、
魚の重さについて、1kg にするのに〇尾を目安にしており、例えば、70 尾で 1kg だとすれ





































16:30  岸壁には発泡スチロール箱が置かれている 
16:55  4 隻が接岸・陸揚げ開始 
図 2.4.7 陸揚げ・場内搬入 
50 
      岸壁上で水産物（魚箱入り）を洗浄 
      場内搬入 
17:30  せり販売開始 
並行して陸揚げ・場内搬入、せり販売の終了した商品をトラック積込み       
落札者名を手書きした紙を投函 
17:45  5 隻が陸揚げ中 1 隻は終了 
17:56  1 隻が接岸・陸揚げ（この時点で 7 隻が接岸し、うち 2 隻が陸揚げ中、5 隻が
陸揚げ終了し船甲板を洗浄） 
18:15  すべての漁船が陸揚げ終了 
      1,400 箱  平均 17€/箱 
18:18  せり販売が終了 













































































図 2.4.9 バイヤーごとに商品のまとめ置き 




後、約 3 割はスペインへ輸出される。 
バイヤーの構成は、地域のバイヤー約 3 割、マルケ州の大手バイヤー約 1 割、レストラン





































 （電子化の経緯）  
1954 年  市場が開設 
図 2.4.11 場内搬入 
53 
  当時有名な設計者が設計した鉄骨造の市場建物構造 
1985 年  オランダの花き市場で採用されていた電子せりを導入 
  システムとしては、Clock 式表示盤、コンピュータ、リモコンから構成さ




導入された。70 年・80 年代の花き販売システムは、Clock 表示盤、コンピ
ュータ、プリンター、リモコンが有線・無線でつながれたものであった。） 
1999 年  Clock 式表示盤が電光表示盤に代わり、2 ラインは 3 ラインに増設  
      電子せり導入時の様子を図 2.4.12に示す。 




























2007 年  オンライン・オークションの稼働を中止 
       （理由）市場としては、せり販売の落札結果を早く出すことが重要であると
認識とオンラインで参加するバイヤー1～2 人のためにシステム全体の処理





























せり販売は、火曜日から金曜日までの毎朝 3:00 に開始し、6:00 頃に終了する。せり販
売は 3 つのラインで同時に行われる。漁業と市場販売のサイクルを次に示す。 
 
（漁業と市場販売のサイクル） 
0:00     陸揚げ・場内搬入が始まる 
1:00～1:30  場内に搬入された水産物を船主の奥さんが確認 
2:30      くじ引きでせり販売順を決定 
          かつては早い者勝ちであったが入港の安全も考慮し、1970 年代ごろ
にくじ引きとなった 
3:00     せり販売開始 
   6:00     せり販売終了 
 




















































図 2.4.14 せり販売 
























































































することで、場内搬入・陳列してから 1～3 時間以内に販売している。 












































 図 2.4.19 品質管理（鮮度保持） 底魚・貝類他販売市場 





























































































アンツィオ港の配置と利用を図 2.5.1に示す。港は、漁船、フェリーや PB ごとに専用の
水域および係留施設が整備されている。港はアンツィオ市が所有し、管理を民間に委託して
いる。安全上はコーストガードが責任を負っている。 









とから、漁場から 2 時間程度で食卓に新鮮な水産物を提供できることである。  
 
 市場建物の内部は Cooperativa Fanciulla d’Anzio と Cooperativa La Concordia の 2 つの市場
がある。前者の市場には、中型漁船（L=12～16m）15 隻、小型漁船（L=7～10m）50 隻が陸























 図 2.5.1 アンツィオ港 
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(2)市場取引 





3:00  出港 
15:00  帰港  
    陸揚げ・場内搬入 
船別にまとめ置き（せり販売にかける順番のローテーションが組まれている） 
16:00  せり販売開始 
     鮮度保持のため、1 時間当たり 1,000 箱をせり販売するスピードを確保しつつ、    











1994 年までは生産者が直接バイヤーと取引していた。1995 年～2005 年頃に表示盤（モニ
ター）とリモコンを使った電子せりを導入していたが、リモコンの電波障害のため、10 人
リモコンを押すと最後の 4 人についてはシステムが読み取っていないことが発生していた。





























































図 2.5.2 せり販売（Cooperativa Fanciulla d’Anzio） 
 









1:00～ 1:30 出港  漁場はモンティテルテェールからオスティアの沖合 15 マイル 
14:30～16:30 帰港 
16:00     せり販売開始 
17:00～17:30 せり販売終了 
 
中型トロール漁船であれば、約 800 箱、2.8 トン（50 箱/隻×16 隻/日＝800 箱/日、3.5kg/箱

















































































Anzio Port Authority 
ローマの南、バスで 1 時間半程に位置し、イタリア中部の港湾都市にある港 
リゾート地としても有名で人口 45,000 人だが、夏のシーズンには 10 万人にも上る 
港の歴史は古く、古代ローマ時代から栄え、ネロ帝時代のも防波堤がある 
漁港単独ではなく、港湾内に貨物船、旅客船や PB 等と棲み分けして共存しているが、商港、
マリーナ的としての色彩が強い  防波堤の消波には自然石   
国が全額負担して築港 漁船用岸壁水深 3.0～4.5m 















発泡スチロールの魚箱は 1 回だけの使用で小売店、ストランなどで回収処分 
漁協で使用する氷は、水道水に塩を混ぜて海水に近い氷を作っている 
2 漁協（漁協の運営は水揚げの 10%で賄っている）あり、ほぼ同規模のせり場を各々所有 
せりは電子で行われ、ルトコンベヤ上をトロ箱に氷詰めされた様々な魚を流し、漁協職員が
電光掲示板に初値を入力し、受人が手元の端末を操作して落札 

















(1) サン・ベネデット・デル・トロント  San Benedetto del Tronto 
サン・ベネデット・デル・トロントの漁港と市場の配置、陸揚げから販売、搬出までの
様子、市場の web サイトを図 2.6.1に示す。市場は、臨港道路、駐車場、一般道路を挟ん
だ岸壁背後に配置され、岸壁先端から約 85m 離れている。沖合トロール漁船が 3 隻、沿岸






































左図：https://www.youtube.com/watch?v=ISCXHAAM_mo （2010 年 7 月アップロード） 
図 2.6.1 サン・ベネデット・デル・トロント港・市場の配置（上） 
陸揚げから販売、搬出までの様子（左下） webサイト（右下） 
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(3) リヴォルノ  Livorno 
リヴォルノの漁港と市場の配置、販売の様子、市場の web サイトを図 2.6.3 に示す。当
港は、商港、マリーナ、漁港として利用されている。市場は岸壁背後に配置され、1958 年に
建設された。Fish of the Tyrrhenian （Pesce of Tirreno S.r.l.）社が市場を管理運営している。
年間 33,000 箱、約 130 トン、約 100 万€の販売数量・金額である。  
せり販売は、火曜日から土曜日の 5:00 に開始する。せり販売に参加するバイヤーは、約
40 人（社）が登録されており、鮮魚販売店、卸売業者やレストラン等である。2015 年 12 月
に、それまでの Clock 式表示盤の電子せりを、現在の電光表示盤を使ったせり販売システム










































































古くから伝わるマグロ定置網漁は年々減少   
マグロ定置網漁は、漁獲量も減り観光漁業として続けられている。  
日本との共同経営によるマグロの畜養 











































































































































































 操業形態は小型漁船による小規模なもの   
・水揚げ量がかつての半分に落ち込み、漁業者の高齢化、後継者不測が深刻 
 
(1)サンタ・マルグリータ・リグレ Santa Margherita Ligure 
・一般船舶・漁船・PB が利用 
・約 20 隻の底引き網漁船の基地   
 












るものが多い 手数料は 1.8% 
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・人口 3,000 人  港の隣は海水浴場であり、ジェノバからの観光客でにぎわう 





・Savona Port Authority 
・一般船舶・漁船・PB が利用 
・漁業者 100 人（大きな減少はない） 
（以下、1998 年の値） 
・漁船 60 隻（旋網、底曳き網、刺し網） 
・漁獲金額の半分は地元の漁獲 
・魚市場（組合）の取扱量 1,000 トン 
・昔ながらの木箱を使用 
 









(8)サンレモ Sanremo  









・漁獲量 50～60 万トン 市場を通さない直接取引分が相当あり、正確な実態は不明 






200 カイリ排他的経済水域は設定されていない   
・トラーパニ等南部で漁獲されたクロマグロは日本へ輸出されることもある 













・国内には約 800 の水揚げ場所があるが、全国に漁港と呼べる港は 200 程度あり、その
他は係船地にすぎない アンツィオ級の港は全国で 92 港  
・港の使用料として漁船からは徴収していない プレジャーボートは国が課税 
・民間が申請して築港する場合もあるが、築港して 50 年経てば施設は国に帰属・港の





・漁港を含め港の管理の本体は、Port Authority であり，運輸省傘下の Coast Guard が農
林水産省と連携して行っている（港湾行政事務所） 
   主な業務は、沿岸警備、海難救助、水質検査、漁業担当として諸規則等を管理 
月ごとに出される各漁船から提出される水揚げデータなどを取りまとめ、農林水産省 
へ報告   
・港湾行政事務所では、船舶の入出港をすべて把握 








(1) ポッツォーリ Pozzuoli  
・Pozzuoli Port Authority 
・貨物船・旅客船・PB・漁船が利用 
・陸揚げ岸壁・魚市場 
・漁業者 100～150 人 小型漁船 60 隻  中型漁船 10 隻 港の奥まった一部を利用 








・市場は、以前国内第 2 の集荷力があったが、EU の衛生基準に合わないとして 2005 年
1 月に閉鎖命令がだされ、現在回収工事行われて、10 月には再開できる予定 
・港では漁業者による直売が 10 時ごろまで行われ（規則では朝 7 時まで）にぎわう 
・閉鎖している魚市場背後にテント張りの市場が設置され、生鮮食料品など日常品が販
売されるなどイタリアではこうした市場や小ぶりな専門店から購入する例が多く、大
型量販店などはようやく始まったばかり   




・a fishing port of Porticello 
・漁船が利用 
・陸揚げ岸壁・魚市場 
・パレルモ市からバスで 1 時間にあるサンタ・フラービア市（人口 1 万人） 
・国内では珍しい典型的な漁村  ポルティチェッロとは小さな港を意味 
・人口 5,000 人のうち漁業就業者数 1,500 人、漁船隻数 300 隻、最大級 100t 級の延縄漁
船でカジキマグロ、50 隻のトロール漁船でシイラ、メルルーサ、エビ、メバル 
 10～20t 級でカジキ、シイラ 
・魚種ごとに漁獲許可  漁家が代々引き継がれ、漁業就業者数に変化なし 
 平均年齢は 30 歳と若い  外国人労働者もいない  漁獲量が減少しており遠くまで
出漁   
・漁獲物は市公設市場に水揚げされ、利用料として市へ 2%、仲買人に 4%払い、全買い
上げ額の 1.5%を漁協が取って漁業者に支払う 






（コアルマ Ltd. 水産加工場） 
・地元巻き網船（自社船 2 隻）で 5、6 月に回遊してくるクロマグロ（大型のものは日
本へ輸出され、小型のもの）を原料に主にツナ缶を生産し、漁期以外はスペイン、フ
ランスからイワシ、サバなどを輸入し缶詰にしている 
・4,000t の冷蔵庫を保有し、30～35t の缶詰を製品化 
 日本へも商社を介して缶詰を輸出 
・マグロの卵を使いカラスミを製造（イタリアの珍味）  汚水処理施設は不利設備だ
が、隣接民家へは環境配慮  小学校の校外学習で製造過程を見学 
 
(3)パレルモ Palermo 
・Palermo Port Authority 
・貨物船・旅客船・漁船が利用 



























































































































4:00       開場・販売 
7:00 または 7:30 閉場 
土曜日 
9:00～12:30   開場：一般消費者向けに販売 
従業員勤務時間 0:00～8:00 または 9:00 
 





















































州政府から保健所の検査官が時々確認にきている。各社は HACCP 自主衛生管理 HACCP 




































































図 3.5 販売リスト 
図 3.4 タグとトレーサビリティ 
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(5)情報提供 
 web サイトを開設（図 3.6）し、商品を出したい、あるいは購入したいひとのための手続
きや規則等に関する情報や一般消費者等向けの情報を提供している。その日の取引相場や















































イタリア学術研究会議 National Research Council (CNR)には、7 つの部門があり、その中の
ひとつである生物資源および海洋バイオテクノロジー研究所 Institute for Biological Resources 
and Marine Biotechnologies （IRBIM）（図 4.1）は、アンコーナに所在し、1970 年代から漁
業をいかに発展させるかについての研究や、近年は底生生物の生態系が与える影響に関す
る研究や、エネルギー、船の塗装などの研究に取り組んでいる。この他、地域の関係者を巻
き込んだ水産地域活動 Flag として、“Flag Marche Centro（CISP）”を行っている。 
（参考）Flag Marche Centro 
水産地域活動 Fisheries Local Action Group（Flag）としての地域独自の取組  









EU 規則により、漁船は、漁獲水域の場所と漁獲量をコーストガードに Logbook で電子報
告（Electronic logbook）することが義務付けられており、そのまとめたものを当研究所が分






































































e-fish は EU 海洋漁業基金（EMFF）を活用したプロジェクト（期間：2014-2020 年）とし
て主要な市場で導入されている販売システムである。現地調査を行った 2018 年は 3 市場で
あったが、2020 年にはペスカーラ、ジュリアノーヴァ、リボルノ、チヴィタノーヴァ・マル
ケ、ポルト・サント・ステーファノの 5 市場に拡大している。ソフトウェアは、Go infoteam 
S.r.l.が、2005 年以降、水産物卸売市場の生産性や利益の向上を目的に開発してきたもので
ある。 




































































3. せり販売が開始する 15 分前に、船別のせり販売順を電子くじ引きで決める。 
4. 定刻になると、ベルが鳴りせり販売が始まる。 






































e-Fish Online Auction module を使って、リモートで水産物卸売市場（産地市場）における
卸売販売（下げせり・下げせりのいずれも対応可）を行うことができる。実際に市場に出向
いてせり販売に参加するのと同じ条件でバイヤーはリモートでせり販売に参加できる。


























































図 5.2 オンライン・オークション（PC、スマホからのオークション参加） 
http://www.efish.it/ 








産物・食品のトレーサビリティは 2006 年 1 月より法律によって義務付けられている。それ
以前に EU 評議会は、水産物・食品の表示義務に関する規則 (Regulation EC No 104/2000 and 



































因は、誰もが携帯しているスマホによるものである。すなわち、e-Fish Mobile module が
図 5.4 ラベルの情報・トレーサビリティ 
http://www.efish.it/ 
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図 5.5 トレーサビリティ情報の取得（スマホ） 
http://www.efish.it/ 
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本システムは、水産物・食品のトレーサビリティや表示に関する規則である Circular No 










































図 5.6 各種販売に関する情報の例 
http://www.efish.it/ 













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ス度と漁港機能の向上、公共性の担保から第 1 線用地、第 2 線用地（市中含む）に分類し、
市場は第 1 線用地に配置している。イタリアについて、第 1 線用地と第 2 用地への市場の
配置は、各々24 地域、14 地域、そして 4 地域が未確認である。水際（岸壁先端）から 10m
程度以内において市場建物が配置され、かつ岸壁の直背後、または駐車場や臨港道路を挟ん
で市場建物が配置されているのは、7 地域に限られ、うち 3 地域では、市場の屋根あるいは
庇が岸壁上空に覆う。これら 7 地域では、水産物の入った魚箱を陸揚げし、洗浄してからフ
ォークリフトや台車で場内に搬入する。しかしこれら地域を除くと、第 1 線用地の場合、水






































































































































































































































































































船についても、州の地域保健所の検査官が月 1 回検査を行っている。 
 
2)品質評価基準 
品質評価については、魚体、鰓や眼などの状況を調べて評価する EU 品質基準が用いら 
れている。 
 
 （EU 品質の評価基準） 
 E：特に品質の高い魚、甲殻類や貝類 
  A：品質の高い魚  
B：品質の低下した魚 















EU 規則により、漁船は、漁獲水域の場所と漁獲量をコーストガードに Logbook で電子報
告（Electronic logbook）することが義務付けられており、そのまとめたものを当研究所が分







































































 図 6.1 陸揚げ数量・金額と平均価格の推移（再掲） 
Infoteam S.r.l.（2015 年 4 月 16 日）ミラノ講演資料及び市場からのヒアリング結果より作成 
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管理システムの構築」に取り組んでいたが、その間、販売数量・金額は激減する傾向にあっ
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